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２０２３年１１月 ７日 

 

 

乾式キャスクの社内検査成績書における計測器番号の誤りについて 

 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

１．概要 

６号機燃料取り出し用である乾式キャスク２２基の使用済燃料収納後に行う気密漏え 

い検査のうち、６０号機から７２号機まで検査を実施済であるが、７０号機から７２号 

機の社内検査成績書について、実際に現場で使用された計測器と社内検査成績書に記載 

されている計測器に誤りが確認された。 

 

２．時系列 

（１）事象確認までの時系列 

８月 １日 5・6号燃料取り出し PJグループ内計測器管理箇所（以下、輸送チー 

      ム）から業務受託会社に対して使用計測器を指示 

１０月１０日 ７３号機の気密漏えい検査を実施 

① ヘリウムリークテスト装置 

輸送チームから指示された計測器にて検査を実施 

② 真空式リークテスト装置 

作業効率化のため輸送チームから指示された２台の計測器にて検査 

を実施 

   

  １０月１１日 当社検査員が７３号機の社内検査成績書作成時に、計測器番号が７２ 

号機と同じであるため、念のため以前の社内検査成績書を確認したと 

ころ、７０号機から７２号機の計測器番号の記載に誤りがあることを 

確認 

 

（２）７０号機から７２号機気密漏えい検査の時系列 

【７０号機】 

・一次蓋金属ガスケット部    ：２０２３年８月 ９日 

・ドレン／ベントカバープレート部：２０２３年８月１０日 

・社内検査記録確認日      ：２０２３年８月１０日 

・ＮＲＡ殿記録確認日      ：２０２３年８月２４日 
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【７１号機】 

・一次蓋金属ガスケット部    ：２０２３年８月２６日 

・ドレン／ベントカバープレート部：２０２３年８月２８日 

・社内検査記録確認日      ：２０２３年８月２８日 

   ・ＮＲＡ殿記録確認日      ：２０２３年９月 ５日 

 

【７２号機】 

・一次蓋金属ガスケット部    ：２０２３年９月２３日 

・ドレン／ベントカバープレート部：２０２３年９月２５日 

・社内検査記録確認日      ：２０２３年９月２５日 

   ・ＮＲＡ殿記録確認日      ：２０２３年１０月４日 

 

３．影響評価 

社内検査成績書に誤りが見つかった７０号機から７２号機については、輸送チーム 

から業務受託会社に指示され、現物確認された使用計測器は有効期限内であり、検査 

の判定に影響を及ぼすものではないことを確認した。 

また、これまで実施した６０号機から６９号機の使用計測器についても、輸送チー 

ムから業務受託会社に指示され、現物確認された現場エビデンスと社内検査成績書記 

載の計測器に相違がないことを確認している。 

 

４．原因と対策 

＜原因１＞ 

輸送チームは、気密漏えい検査をキャスク仕立て作業の一環として実施していたこ

とにより、作業管理上では計測器のトレーサビリティ確認を実施していたものの、検査

に対する意識が不足していた。 

＜対策１＞ 

検査の重要性を認識するために、検査記録作成が輸送チームの所掌であることを業 

  務ガイドに明記する。また、輸送チームは業務ガイドに検査記録作成手順を反映し、 

手順を元に記録の作成を行う。 

 

＜原因２＞ 

検査データ※収集と検査記録作成の所掌が明確でなかったため、検査チームは計測器 

の管理と作業監理を行っている輸送チームを介さずに検査データを収集した。そのた 

め検査データの不足を認識せず誤った検査記録を作成した。 

※使用計測器と現物照合したエビデンス（計測器リスト,使用計測器の写真） 

測定値のエビデンス（データ打ち出し記録） 
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＜対策２＞ 

計測器の管理と現場監理を行っている輸送チームが検査データを収集し検査記録に 

  取り纏め作成する。作成した記録について、検査チームに提出することを業務ガイド 

に明記する。 

検査チームは、輸送チームにより作成された検査記録をエビデンスとの付き合わせ 

  により確認し、社内検査成績書を作成する。 

 

５．再検査の実施について 

７０号機から７２号機の再検査にあたり、新たに再検査要領書（社内）を定め検査 

を実施する。検査記録の作成については、検査記録作成手順（資料-５）に則り実施す 

るが、既に実施済みの検査であり使用計測器の写真が存在しないため、使用計測器と 

現物照合したエビデンスは、測定時に現場でチェックした計測器リストのみとする。 

 

①輸送チームは、検査記録作成手順に則り、検査記録を作成し検査チームへ提出する。 

②検査チームは、輸送チームより提出された検査記録をエビデンスとの突き合わせ確認 

を行う。 

③検査チームは、再検査要領書（社内）および検査記録を元に社内検査成績書を作成す 

る。 

 

６．参考資料 

資料１ ７２号機使用前検査成績書（社内検査）（抜粋） 

資料２ ７２号機検査記録 

資料３ 時系列図 

資料４ 検査記録ブランクシート 

資料５ 検査記録作成手順（社内運用ガイド改訂案） 

以上 



←Heリークテスト装置A（本来は“6581”）

←真空式リークテスト装置A
　（本来は、“MY45053202
　　　　　　　2170598
　　　　　　　NX4505B201
　　　　　　　4510182－001”
　　　　　　　　の追記も必要） 

※判定に必要な測定値に影響なし

資料１



※検査データ受領後に前回検査記録シートをコピーし青枠箇所を入力 資料２

※前回の検査記録シートをコピーし未編集



時　刻
5・6号燃料取り出しPJG

検査チーム
5・6号燃料取り出しPJG

輸送チーム 業務受託会社 Heリークテスト装置A Heリークテスト装置B 真空式リークテスト装置A 真空式リークテスト装置B

2023年7月20日 Heリークテスト装
置Aの搬出の依
頼
69号機気密漏え
い検査終了後に
搬出依頼

Heリークテスト装
置Aの搬出の指
示を受領

2023年7月29,31日 気密漏えい検査
をキャスク仕立て
作業の一環とし
て捉え実施してい
た

69号機気密漏え
い検査実施

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

2023年5月4日の
62号機から使用
していた

2023年5月4日の
62号機から使用
していた

2023年8月1日 点検のため搬出

2023年8月1日 70号機　Heリーク
テスト装置Bの使
用指示
検査チームにHe
リークテスト装置
Bの使用指示の
情報共有をしな
かった

2023年8月1日 真空式リークテス
ト装置A,Bの使用
指示
検査チームに真
空式リークテスト
装置A,Bの同時
使用指示の情報
提供をしなかった

作業効率化のた
め2台の計測器を
用いて検査を行う
運用に見直した

2023年8月10日 70号機気密漏え
い検査実施

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

計測器リストにて
Heリークテスト装
置B、真空式リー
クテスト装置A,B
が有効期限内で
あることを確認

2023年8月10日 70号機気密漏え
い検査データ受
領

70号機気密漏え
い検査データ送
付

使用した計測器
のエビデンスを要
求しなかった

検査データには
使用した計測器
番号の記載なし

使用計測器と現
物照合したエビデ
ンスが不足してい
ることを認識でき
なかった

輸送チームを介
さずに、検査チー
ム独自で検査
データを収集した

検査データの収
集と検査記録作
成の所掌が明確
でなかった

2023年8月10日 70号機気密漏え
い検査検査記録
作成

Heリークテスト装
置Aと真空式リー
クテスト装置Aの
みを記載

前回の検査記録
シートをコピーし
て作成した

使用した計測器
の確認をしなかっ
た

2023年8月10日 70号機気密漏え
い検査検査記録
を送付

70号機気密漏え
い検査検査記録
受領

検査記録の確認
の意味を込めて
送付してた

2023年8月10日 70号機気密漏え
い検査検査記録
受領

70号機気密漏え
い検査検査記録
の現場対応欄に
サインし返送

検査記録が確認
済みであると勝
手に認識

検査記録を確認
する取り決めや
指示を受けてい
ない

2023年8月10日 70号機気密漏え
い検査成績書作
成

Heリークテスト装
置Aと真空式リー
クテスト装置Aの
みを記載

2023年8月24日 NRA記録確認受

2023年8月26，28日 71号機気密漏え
い検査成績書作
成

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

Heリークテスト装
置Aと真空式リー
クテスト装置Aの
みを記載

2023年9月5日 NRA記録確認受

2023年9月23，25日 72号機気密漏え
い検査成績書作
成

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

気密漏えい検査
で使用

Heリークテスト装
置Aと真空式リー
クテスト装置Aの
みを記載

2023年10月4日 NRA記録確認受

2023年9月28日 点検後戻り

2023年10月〇日 点検校正記録を
メーカより受領

2023年10月11日 検査成績書の使
用計測器に誤り
があることを確認
した

点検中であった
Heリークテスト装
置Aを記載

作業効率化のた
め真空式リークテ
スト装置A、Bの2
台を使用していた
が真空式リークテ
スト装置Aのみを
記載

点
　
検
　
・
　
校
　
正
　
中

時系列図

71,72号機も同

様の流れで検査

記録を作成

資料３



【　　　　号機】　気密漏えい検査（使用済燃料収納後）
一次蓋金属ガスケット部測定日：　　　　　　　　　　　　　　　　

ベント用カバープレート金属ガスケット部測定日：　　　　　　　　　　　　　　　　

ドレン用カバープレート金属ガスケット部測定日：　　　　　　　　　　　　　　　　

１．一次蓋金属ガスケット部
容器内部を0.004MPa abs以下まで排気後，ヘリウムガスを0.0448MPa abs以上充填し，一次蓋金属ガスケット部からの
ヘリウムガスの漏えい率をヘリウムリークディテクタで測定し，漏えい率が判定基準を満足していることを確認する。

●事前準備

●測定漏えい率を標準状態の漏えい率に換算

 L1　：漏えい率(Pa･m3／s of He）

 MR ：ヘリウムリークディテクタの測定値(Pa･m3／s of He）

 1×105 ：大気圧(0.1MPa)

 0.448×105 ：キャスク容器内のHe調整圧(0.0448MPa)

２．一次蓋ベント／ドレン用カバープレート金属ガスケット部
貫通孔蓋板金属ガスケット部を真空ポンプ等により100Pa abs以下に減圧し，10分間以上放置して
圧力変化を測定し以下の計算式により漏えい率を算出し，漏えい率が判定基準を満足していることを確認する。

　MR ：漏えい率（Pa･m3／s of air at 25℃）

　Ｌ2 ：漏えい率（Pa･m3／s of He at 25℃）

　Ｖ  ：被検査部の体積 (45.49×10-6m3）
　Ｔs ： 298 K（25℃）
　Ｓ  ： 測定時間（600秒）
　Ｐ1： 放置前の圧力（Pa abs）
　Ｐ2： 放置後の圧力（Pa abs）
　Ｔ1： 放置前の温度（K）
　Ｔ2： 放置後の温度（K）

●ベント側

●ドレン側

※ 測定値(℃)に273を加算する。

３．判定基準
各測定箇所の漏えい率の合計値が，1.6×10－６Pa・m3/s以下であること。

４．使用計測器

（Pa･m3／s of He）

排気後の圧力 (Pa) He充填後調整圧力 (Pa)

MR： （Pa･m3／s of He） L1： 0.00000E+00

小数点第2位切り上げ 0.0E+00 （Pa･m3／s of He）

放置前の圧力(P1)  ： (Pa) MR：
#DIV/0!

（Pa･m3／s of air at 25℃）

（Pa･m3／s of He at 25℃）

放置前の温度(T1)※： (K) L2：
#DIV/0!

（Pa･m3／s of He at 25℃）

放置後の圧力(P2)  ： (Pa) 小数点第2位切り上げ
#DIV/0!

放置後の温度(T2)※： (K)

放置前の圧力(P1)： (Pa) MR：
#DIV/0!

（Pa･m3／s of air at 25℃）

放置前の温度(T1)※： (K) L2：
#DIV/0!

（Pa･m3／s of He at 25℃）

合計値 (Pa・m3/s)

放置後の圧力(P2)  ： (Pa) 小数点第2位切り上げ
#DIV/0!

（Pa･m3／s of He at 25℃）

放置後の温度(T2)※： (K)

対象箇所 測定値 (Pa・m3/s)

一次蓋金属ガスケット部 0.0E+00

#DIV/0!一次蓋ベント用カバープレート金属ガスケット部 #DIV/0!

一次蓋ドレン用カバープレート金属ガスケット部 #DIV/0!

計測器名 計測器番号

校正リーク

デジタルマルチメータ

真空圧力センサー

温度計測器

温度センサー

𝑀𝑅 =
𝑉𝑇𝑠

𝑆
×

𝑃2
𝑇2
−
𝑃1
𝑇1

𝐿1 = 𝑀𝑅 × 1 × 105 2 ÷ 0.448 × 105 2

𝐿2 = 𝑀𝑅 × 1.45

【ドレン】

【ドレン】

【ドレン】

【ドレン】

【ベント】

【ベント】

【ベント】

【ベント】

資料４



□

□

□ ［1］

□ ［2］

□ ［3］

□ ［4］

□ ［5］

□ ［6］

□ ［7］

□ ［8］

□ ［9］

□［10］

□［11］

□［12］

□［13］

□［14］

□［15］

□［16］

：「①キャスク容器排気後圧力の写真」の圧力を記入。添付資料-1参照

：「②He充填後調整圧力の写真」の圧力を記入。添付資料-2参照

：「④ベント側出力データの打出し」の放置後圧力を記入。その際、単位はＭＰａであ

るためＰａに換算して記入。

：「④ベント側出力データの打出し」の放置後温度を記入。その際、ケルビン単位にす

るため「273」を加算。

：「④ベント側出力データの打出し」の放置前圧力を記入。その際、単位はＭＰａであ

るためＰａに換算して記入。

【一次蓋ベント用カバープレート金属ガスケット部】添付資料-4参照

：Aの標準状態への換算式に［7］を代入して計算。

：上記［8］の数値を小数点第2位で切り上げ記入。

気密漏えい検査記録の作成手順

記録作成を始める前に下記のエビデンスを準備

【一次蓋金属ガスケット部】

：使用計測器と現物照合したエビデンス（計測器リスト,使用計測器の写真）

：測定値のエビデンス（①キャスク容器排気後圧力の写真,②He充填後調整圧力の写真,③一次

蓋金属ガスケット出力データの打出し,④ベント側出力データの打出し,⑤ドレン側出力データ

の打出し）

：「③一次蓋金属ガスケット出力データの打出し」に記載されている対象号機を確認、

測定日を記入。添付資料-3参照

：検査対象号機番号を記入。

：「④ベント側出力データの打出し」に記載されている対象号機を確認、測定日を記

入。添付資料-4参照

：「⑤ドレン側出力データの打出し」に記載されている対象号機を確認、測定日を記

入。添付資料-5参照

【検査対象号機番号と日付の記入】

　下記の手順に従いブランクシートを用いて検査記録を作成すること。

なお、検査記録の作成については、検査成績書作成に必要なエビデンスとなることから責任を

もって作成し、検査チームに提出すること。

：「③一次蓋金属ガスケット出力データの打出し」の装置指示漏えい率を記入。

添付資料-3参照

次ページへ続く

：上記［10］～［13］の数値を漏えい率算出のB式に代入し計算。

：上記［14］を標準状態への換算C式に代入し計算。

：上記［15］の数値を小数点第2位で切り上げ記入。

：「④ベント側出力データの打出し」の放置前温度を記入。その際、ケルビン単位にす

るため「273」を加算。

資料５



□［17］

□［18］

□［19］

□［20］

□［21］

□［22］

□［23］

□［24］

□［25］

□

：使用計測器と現物照合したエビデンスを確認し記載。

：「⑤ドレン側出力データの打出し」の放置前圧力を記入。その際、単位はＭＰａであ

るためＰａに換算して記入。

：「⑤ドレン側出力データの打出し」の放置前温度を記入。その際、ケルビン単位にす

るため「273」を加算。

：「⑤ドレン側出力データの打出し」の放置後圧力を記入。その際、単位はＭＰａであ

るためＰａに換算して記入。

：「⑤ドレン側出力データの打出し」の放置後温度を記入。その際、ケルビン単位にす

るため「273」を加算。

以上

：作成者と審査者により誤記等無いことを確認。

：上記［17～20］の数値を漏えい率算出のB式に代入し計算。

：上記［21］を標準状態への換算C式に代入し計算。

：上記［22］の数値を小数点第2位で切り上げ記入。

【合計漏えい率の算出】

【使用計測器の記載について】

【検査記録作成後】

【一次蓋ドレン用カバープレート金属ガスケット部】添付資料-5参照

：上記［9］,［16］,［23］で算出された数値を合計。



［1］
［2］

［5］ ［6］

［10］ ［14］

［23］
［24］

［25］

A

B

C

［3］
［4］

［7］ ［8］

［9］

［11］
［12］
［13］

［15］

［16］

［17］
［18］

［19］

［20］

［21］
［22］

［23］

［9］
［16］



添付資料-1①キャスク容器排気後圧力の写真



添付資料-2
②He充填後調整圧力の写真



添付資料-3

③一次蓋金属ガスケット出力データの打出し



添付資料-4

④ベント側出力データの打出し



添付資料-5

⑤ドレン側出力データの打出し


